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投
げ
捨
て
」
市
民
・怒

，

公
明
．支
持
者
「首
相
先
走
り
ｒ

戦
後
６９
年
、
平
和
主
義
を
国
是
と
し
て
き
た
旧
本
が
岐
路
に
立
っ
た
１
。
安
倍
晋
三
首

相
は
馬
日
、
念
願
だ
っ
た
集
目
的

‐自
衛
権
の
行
使
容
認
に
強
い
意
欲
を
示
し
一
持
論
を
展

欄
し
ｔ
が
ら
高
場
感
を
標
わ
せ
土
「
ｔ
４
ｔ
対

‐し
一
嗅
‐庫‐県‐訥

‐
で
電
機
億
派
．０
市
惧
・欄
燃

が
緊
急
の
抗
議
活
動
を
敢
行
“
明
文
改
憲
を
避
け
解
釈
政

‐憲
の
道
を
選
ん
だ
姿
勢
に

「憲

構
を
設
げ
捨
て
た
に
等
し
い
一

「
暴
徒
を
止
め
な
け
れ
ば
」
と

‐危‐機
憾
を
募
ら
せ
た
。
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一
安
倍
首
相
の
会
見
が
始

ま
っ
た
午
後
６
時
。
神
戸

“
元
町
の
大
嘉継
芦
董
削

で
は
い
「
戦
争
を
す
る
国

に
す
る
な
■
」
一
平
和
憲

法
を
守
れ
■
■
な
ど
と
書

い騰
畔
鐵

憲
法
会
議
と
憲
法

‐改
悪
ス

ト
ツ
プ
兵
庫‐‐
県
共
一
セ
ツ

タ
ー
の
呼
び
掛
け
で
緊
急

デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

「集
目
的

ψ自
衛
権
″

と
言
う
が
、
米
国
の
戦
争

一
會

薔

，

賠

畳

力
「

か
ら
声
を
張
り
上
げ
」
戦

争
の
加
害
国
と
な
る
か
ど

う
か
の
転
換
期
だ
」
と
道

・行
く
人
に
訴
え
た
。
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一
上
脇
教
授
は

「安
全
保

一専
門
家
が
た

，
た
■
人
だ

け
ず
判
断
で
き
る
集
日
と

は
い
え
な
い
」
と
も
指
摘

し
た
っ安
保
法
制
懇
に
は
、

ブ
レ
ト
ン
と
さ
れ
る
岡
崎

久
彦
元
駐
タ
ィ
大
使
や
葛

・西
敬
之
Ｊ
Ｒ
東
海
名
誉
会

長
な
ど
首
相
の
考
え
に
近

い
メ
ン
バ
■
ば
か
り
が
そ

一ろ
う
。
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デ
モ
で
は
、
安
保
法
制

懇
が
首
相
に
出
し
た
報
告

書
に
つ
い
て
も
問
題
点
を

指
摘
ず
報
告
書
に
は
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
限
定

す
る
た
．め
、

「政
府
が
総

合
的
に
判
断
す
る
」
な
ど

の
条
件
も
盛
り
込
ま
れ
た

が
、

「明
日
の
自
由
を
守

る
若
手
弁
護
士
の
人
ご

の

吉
田
維

一
弁
護
士
は

「当

た
り
前
す
ぎ
て
何
の
限
定

に
も
な
つ
て
い
な
い
」
と

批
判
し
た
。
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今
後
一の
与
党
協
議

‐で

は
、
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
の

公
明
党
の
対
応
に
も
注

‐
目

が
集
ま
る
ず
集
団
的
自

衛
権
行
使
に
慎
重
な
同
党

の
姿
勢
一
は
、
支
・囀
母

幣
輔
鷲
“鋪
』
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県
内
の
創
価
学
会
の
関

係
者
は
ヽ
首
相
会
見
に
つ

い
て

「首
相

が
強
調

す

る

『
命
と
平
和
な
暮
ら
し

を
守
る
』
こ
と
に
反
対
は

な
い
」
と
し
な
が
ら
、
「ま

ず
必
要
な
の
は
対
話
。
中

国
な
ど
と
対
立
を
避
け
る

た
め
、
首
相
自
身
．が
汗

を
か

い
た
跡
が
一見
え
な

い
。
首
相
個
人
の
思
い
が

先
走

っ
て
い
る
印
象
」
と

冷
や
や
か
な
見
方
を
示
し

た
「
　

　

．●
一
．
　

．

（武
藤
邦
生
ヽ
黒
田
駿
６

議鐵薦轟なす|るな1平和1憲簿を守

“

I


